


本居宣長 

驚いていた。 

・ 特に３５年もの歳月をかけて学問を追究したことに感心していた。 

・ 源氏物語の再評価をしたところは、物事にいろいろな見方があることがわかった

ようである。 

・ 賀茂真淵との師弟関係もたった一日の出会いがその後の本居宣長の人生を大きく

揺るがすことになることに子どもたちは人との出会いの大切さを実感したようで

あった。 

 

 


